
 

鹿児島県高病原性鳥インフルエンザ等 
防疫対策会議 

 
日  時：令和８年 11月９日（月）    

                  午後３時 30 分～           

場  所：鹿児島県庁２階 県政広報室   

 

 

 

会 次 第 

 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 内 容 

（１）出水市で採取された環境試料（水）からの高病原性鳥インフ

ルエンザウイルスの検出について 

（２）国内および近隣国における高病原性鳥インフルエンザの発生 

状況 

（３）侵入防止対策の徹底について 

（４）その他 

４ 閉 会 

 

 





鹿児島県高病原性鳥インフルエンザ
防疫対策会議

令和８年１１月９日（月）
農政部家畜防疫対策課

本日の内容

（１）出水市で採取された環境試料（水）からの高病原性鳥インフルエ
ンザウイルスの検出とその後の対応について

（２）国内および近隣国の高病原性鳥インフルエンザの発生状況に
ついて

（３）侵入防止対策の徹底について

（４）その他

（１）出水市で採取された環境試料（水）から
の高病原性鳥インフルエンザウイルスの検出
とその後の対応について



１．鶏の飼養状況について
（半径３km圏内，100羽以上飼養農場）

養鶏場等の緊急防疫対策の実施について



東干拓の環境水採取地点から半径３km圏内の家きん飼養状況
養鶏農場等の緊急防疫対策の実施について

養鶏農場等の緊急防疫対策の実施について
２．周辺農場（採水地点から半径３km圏内）の状況確認等
（１）日 時：令和８年１１月６日（金）
（２）確認農家数：１００羽以上の農場＋愛玩鳥類飼養者
（３）内 容

① HPAI等を疑う異状の有無
② 高病原性鳥インフルエンザウイルスの検出状況
③ 異状家きんの早期発見、早期通報
④ 飼養衛生管理基準の遵守徹底を指導
⑤ 農場における消毒及び野生動物の侵入防止対策の徹底
⑥ 小規模及び愛玩鳥類飼養者への啓発（市に協力要請）

異常なし

３．県内の全農場及び関係機関への啓発・指導
（１）日 時：令和８年１１月６日（金）〜
（２）対 象：県内約８００農場及び関係機関
（３）内 容

２の②〜⑥と同じ



知事メッセージ

（２）国内および近隣国の高病原性鳥インフル
エンザの発生状況について



R7シーズン国内の高病原性鳥インフルエンザの発生状況

・北海道 5例 ・三重県 1例

・新潟県 2例 ・岐阜県 1例

・宮崎県 2例 ・千葉県 2例

・鳥取県 1例 ・岩手県 1例

・兵庫県 2例 ・宮城県 1例

・岡山県 1例 ・青森県 1例

・京都府 1例

・茨城県 1例

・埼玉県 1例

・香川県 1例

計24例（16道府県）

防疫措置対象：25農場

殺処分羽数　約：576万羽

R8.7.2時点

発生事例

・北海道 113例 ・富山県 1例 ・熊本県 1例

・岩手県 8例 ・千葉県 2例 ・大分県 2例

・福島県 1例 ・愛媛県 1例 ・宮崎県 10例

・群馬県 1例 ・徳島県 1例 ・鹿児島県 25例

・新潟県 2例 ・高知県 1例

・山形県 1例 ・福岡県 1例 171例(16道県)

野鳥・飼養鳥等の
高病原性鳥インフルエンザ陽性事例

R8.7.2時点

国内における
野鳥の高病原性鳥インフルエンザ発生状況

遺伝子検査回収日種類場所

H5亜型11月2日ハシブトガラス(2羽)秋田県
由利本荘市

H5亜型11月2日オオハクチョウ北海道
音更町

H5亜型11月2日環境試料（水）鹿児島県
出水市

11月９日現在、発生なし

国内における
家きん飼養農場の高病原性鳥インフルエンザ発生状況

R８シーズン国内の高病原性鳥インフルエンザの発生状況

秋田県

北海道

鹿児島県



韓国の野鳥における高病原性鳥インフルエンザの検出状況（2026年９月以降）



韓国の家きんにおける高病原性鳥インフルエンザの検出状況（2026年９月以降）

台湾の家きんにおける高病原性鳥インフルエンザの検出状況（2026年９月以降）



（３）侵入防止対策の徹底について

R７シーズンの国内における高病原性鳥インフルエンザ発生状況



R７シーズン 高病原性鳥インフルエンザ発生農場の疫学調査

高病原性鳥インフルエンザ発生農場の疫学調査



高病原性鳥インフルエンザ発生農場の疫学調査

高病原性鳥インフルエンザ発生農場の疫学調査



一斉点検の要チェックポイント

一斉点検の要チェックポイント



飼養衛生管理基準の要チェックポイント

養鶏関係団体 御中

一斉点検の項目（７項目）

① 衛生管理区域に立ち入る者の手指消毒等
② 衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置並
びに使用

③ 衛生管理区域に立ち入る車両の消毒等
④ 家きん舎に立ち入る者の手指消毒等
⑤ 家きん舎ごとの専用の靴の設置及び使用
⑥ 野生動物の侵入防止のためのネット等の
設置、点検及び修繕

⑦ ねずみ及び害虫の駆除

１ 農場における発生予防対策
（１）飼養衛生管理基準遵守強化期間の取組
農場へのウイルスの侵入防止対策について

は、適切な対策とその維持・継続が重要であ
ることから、飼養衛生管理者による飼養衛生
管理基準の遵守状況の一斉点検の実施をお願
いいたします。

養鶏関係団体 御中



（２）再発・密集地域における消毒薬の備蓄や塵埃対策の準備
大臣指定地域においては、発生に備え、各農場が農場内を消毒するための

消毒薬の備蓄や、塵埃対策の準備を行うとともに、野鳥誘引防止対策を実施
すること。

（３）20万羽以上を飼養する大規模農場における塵埃対策の実施と農場分
割管理の検討

①ウインドウレス鶏舎において、入気口フィルター等の設置、入気口や鶏
舎周辺への散水や消毒薬等を散布すること（ただし、家きんの健康を害す
る恐れがあるときはこの限りではない）。
②分割管理の導入に向けた検討を実施すること。

２ 農場周辺環境におけるリスクの低減
（１）農場近隣の不要な樹木の除去、ため池等の水場の水抜き、防鳥ネット

や忌避テープの設置
（２）農場周辺における野鳥等への安易な餌やりやそれに類する行為の中止

３ 家きん飼養農場における異状の早期発見・早期通報の実施
毎日の健康観察を注意深く行い、飼養する家きん群の様子が少しでも普

段の様子と異なると感じたときは、家畜保健衛生所へ早期通報すること。



（４）その他 参考資料

飼養衛生管理基準遵守強化期間 令和８年10月～令和９年５月



飼養衛生管理基準遵守強化期間 令和８年10月～令和９年５月




